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平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種
及
び
募
集
人
員

　
行
政
（
初
級
）
若
干
名

●
職
務
内
容

　

�

行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
が
、

現
場
業
務
や
深
夜
勤
務
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

�

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）
。

●
試
験
日
及
び
場
所

①
第
１
次
試
験

・
日
時　

　
平
成
28
年
１
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～

・
場
所　
宮
城
県
自
治
会
館

・
内
容　
教
養
試
験

　
　
　
　
一
般
性
格
診
断
検
査

②
第
２
次
試
験

　

�

第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

�

平
成
27
年
12
月
16
日
（
水
）
ま

で
の
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。

※�

郵
送
の
場
合
は
12
月
16
日（
水
）

ま
で
届
い
た
も
の
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

�

土
曜
日
と
日
曜
日
は
受
付
し
ま

せ
ん
。

●
提
出
書
類
等

①�

申
込
書　
１
部
（
総
務
課
に
申

込
書
を
請
求
く
だ
さ
い
。
）

②�

郵
便
申
し
込
み
の
場
合
は
、
宛

先
を
明
記
し
て
82
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同

封
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

�

申
込
書
を
受
理
さ
れ
た
受
験
申

込
者
に
は
受
験
票
を
交
付
し
ま

す
。

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
担
当　
木
村
）

　
☎
（
３
７
）
２
１
１
１

　
平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種
及
び
募
集
人
員

　
保
育
士　
１
名　

●
職
務
内
容

　

�

保
育
所
等
に
お
い
て
保
育
業
務

に
従
事
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

�

昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
方
。

●
試
験
の
方
法

　

�

主
と
し
て
個
別
面
接
に
よ
り
人

物
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
、
受

験
資
格
の
有
無
、
受
験
申
込
書

に
記
入
さ
れ
た
内
容
の
真
否
等

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

●
試
験
日
及
び
場
所

　
受
験
申
込
者
に
別
途
通
知

●
受
付
期
間

　

�

平
成
27
年
12
月
18
日
（
金
）
ま

で
の
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。

　

�

土
曜
日
と
日
曜
日
は
受
付
し
ま

せ
ん
。

●
受
験
申
込
書
の
請
求

　

�

役
場
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

●
提
出
書
類　
各
１
部

①
受
験
申
込
書

　

�

必
要
事
項
を
記
入
し
、
所
定
の

箇
所
に
写
真
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

②
履
歴
書

　

�

受
験
申
込
書
と
一
緒
に
、
お
渡

し
し
ま
す
。

③�

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
こ
と

を
証
す
る
書
類
の
写
し
。　

●
そ
の
他

①�
申
込
書
を
受
理
さ
れ
た
方
に
は

受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

②�

合
格
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
健

康
診
断
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま

す
。

●
合
格
発
表

　

�

役
場
掲
示
場
に
掲
示
す
る
ほ
か

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
担
当　
木
村
）

　
☎
（
３
７
）
２
１
１
１

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
職
員　
若
干
名

●
受
験
資
格

　

�

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
を
卒
業
し
た
方
又
は
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。

●
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
内
容

・
一
次
試
験
日
時　

　
平
成
28
年
１
月
16
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～

　
教
養
試
験
・
適
性
試
験

・
二
次
試
験
日
時　
１
月
下
旬

　
寒
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
さ
て
冬
に
恐
い
も
の
と
言
え
ば
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
雪
道
、
お
肌
の
乾
燥
、
静

電
気
、
冷
た
い
便
座
な
ど
あ
り
ま
す
が
、

防
寒
グ
ッ
ズ
・
器
具
の
間
違
っ
た
使
用
に

よ
る
低
温
火
傷
と
七
ヶ
宿
の
気
温
を
下
げ

て
し
ま
う
よ
う
な
寒
い
ギ
ャ
グ
に
は
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
低
温
火・
傷・　
し
た
ん
や・
け・
ど・
・
・
・
」

と
、
低
温
火
傷
と
ギ
ャ
グ
の
組
み
合
わ
せ

で
受
診
す
る
こ
と
は
こ
と
さ
ら
注
意
が
必

要
で
す
。
そ
ん
な
場
合
、
石
山
さ
ん
に

「
寒
い
だ
じ
ゃ
れ
を
言
っ
て
る
の
は
だ
れ

じ
ゃ
ー
！
」
と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
湯
た
ん
ぽ
、
電
気
ア
ン
カ
、
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
、
電
気
毛
布
な
ど
は
、
触
れ
て
い

て
も
熱
さ
や
痛
み
を
感
じ
に
く
く
、
知
ら

な
い
間
に
や
け
ど
が
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す

る
た
め
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
重
症
の
や

け
ど
を
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
見
た
目
に
ひ
ど
い
症
状
に
見
え

な
い
こ
と
や
、
痛
み
を
感
じ
な
い
こ
と
が

多
く
、
軽
症
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
低
温
や
け
ど
は
、
治
療

に
難
渋
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
や
け
ど

を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
病
院
を

受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

寒
い
ギ
ャ
グ
は
診
療
所
で
は
治
療
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

健康一口メモ

こ
ち
ら
診
療
所

所
長
　
菅
　
井
　
隆
　
広

　このコーナーでは、編集の都合上、
載せたかったけど記事に入り切らな
かった写真、情報を掲示して紹介する
コーナーです。

②�人が足を組んでいるような面白い形の大
根。髙橋正一さん（矢立）が役場に持っ
て来てくださいました。村上克雄さん（滑
津）の畑から収穫されたそうです。

①�今月号の表紙は、七ヶ宿小学校６年生が学習発表会に来られなかっ
た方々のために開催した、ミニリサイタルの様子です。会場には多
くの方が集まり、盛り上がりました。

はみだし
ケイジ

■
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂

公
立
刈
田
綜
合
病
院
外
科　
医
員

菅
　
原
　
長
　
弘

S
u
g
a
w
a
ra

　
　

T
a
k
e
h
ik
o

　

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
は
、
主

に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、

ジ
ャ
ン
プ
・
ダ
ッ
シ
ュ
・
タ
ー

ン
な
ど
の
激
し
い
動
作
に
よ
っ

て
強
い
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
こ

と
で
生
じ
ま
す
。
30
歳
代
を
超

え
る
と
ア
キ
レ
ス
腱
が
傷
み
出

し
て
く
る
（
変
性
）
こ
と
が
判

明
し
て
お
り
、「
ア
キ
レ
ス
腱

断
裂
は
30
～
40
歳
代
、
特
に
男

性
に
多
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
断
裂
の
瞬
間
「
誰
か
に
蹴

ら
れ
た
」
よ
う
に
感
じ
、
直
後

に
痛
み
が
生
じ
ま
す
。

　
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
の
治
療
に

は「
保
存
療
法（
手
術
し
な
い
）」

と「
手
術
療
法
」と
が
あ
り
ま
す
。

保
存
療
法
は
、
長
期
間
の
ギ
プ

ス
固
定
を
す
る
た
め
、
ふ
く
ら

は
ぎ
の
筋
力
が
低
下
し
足
関
節

の
動
き
が
悪
く
な
り
、
再
断

裂
の
危
険
が
高
い
で
す
（
保

存
療
法
で
12
％
、
手
術
療
法
は

５
％
）。
そ
の
た
め
、
当
院
で

は
こ
れ
ら
の
合
併
症
が
少
な
い

手
術
療
法
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
治
療
方
法
は
、「
保

存
療
法
は
６
週
間
の
ギ
プ
ス
固

定
、
手
術
療
法
は
術
後
４
週
間

の
ギ
プ
ス
固
定
」
を
行
い
、
そ

の
後
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
装

具
」を
装
着
。リ
ハ
ビ
リ
で
徐
々

に
ア
キ
レ
ス
腱
を
伸
ば
し
て
い

き
ま
す
。
完
全
な
ス
ポ
ー
ツ
復

帰
は
受
傷
後
７
カ
月
目
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
キ
レ
ス
腱

断
裂
は
治
療
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。「
断
裂
し
た
２
割
の
症

例
に
前
兆
（
ア
キ
レ
ス
腱
部
の

痛
み
や
違
和
感
）
が
あ
っ
た
」

と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
ア
キ

レ
ス
腱
に
何
ら
か
の
症
状
が
あ

る
方
は
、
断
裂
す
る
前
に
ぜ
ひ

一
度
診
察
を
受
け
る
事
を
お
勧

め
し
ま
す
。

七
ヶ
宿
町
職
員（
行
政
）

募
集

七
ヶ
宿
町
職
員

（
保
育
士
）募
集

公
立
刈
田
綜
合
病
院
職
員
採
用

上
級
（
大
学
卒
業
程
度
）
試
験


